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は
し
が
き

私
共
は
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
歌
書
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
新
た
に
研
究
を
申
請
し
、
幸
い
に
も
平

成
二
十
三
年
か
ら
三
年
間
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
指
定
研
究
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
成
果
の
一
つ

と
し
て
三
年
目
の
平
成
二
十
五
年
七
月
に
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
31
『
中
世
歌
書
集
』（
全
一
冊
）
を
思
文
閣
出
版

か
ら
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
叢
書
に
は
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
す
る
中
世
歌
書
類
の
う
ち
、『
愚
見
抄
』

『
光
闡
百
首
』『
詞
字
注
』『
自
讃
歌
注
』『
九
代
抄
』
の
五
点
を
影
印
し
、
解
説
し
て
収
録
し
た
。

こ
の
度
の
研
究
叢
書
は
、
そ
の
調
査
・
研
究
の
過
程
で
問
題
に
な
っ
た
諸
点
や
、
各
研
究
員
が
こ
れ
ま
で
温
め

て
き
た
問
題
を
論
文
に
ま
と
め
、
文
学
篇
、
書
誌
・
出
版
篇
、
歴
史
・
思
想
篇
の
三
部
に
分
け
て
一
書
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
当
研
究
叢
書
に
は
私
共
の
研
究
を
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
故
石
原
清
志
先
生
の
ご
遺
稿
も

掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
叢
書
を
編
集
す
る
時
点
で
偶
然
に
も
先
生
の
ご
遺
稿
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
仏
教
を
一
つ
の
視
点
に
据
え
た
古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
先
生
の
日
本
文
学
史
で
あ
る
。
当
叢

書
の
内
容
に
も
合
致
す
る
た
め
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

私
共
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属
す
る
研
究
員
は
、
こ
の
度
の
研
究
テ
ー
マ
の
和
歌
文
学
を
専
門
と
す
る
者
だ
け

の
集
ま
り
で
は
な
く
、
時
代
や
分
野
が
異
な
っ
た
研
究
員
も
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
研
究
対
象
を
多
面
的
に
見
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る
た
め
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
各
研
究
員
の
論
文
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
今
後
共
、
忌
憚
の
な
い

ご
批
正
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

尚
、
本
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
思
文
閣
出
版
編
集
部
の
大
地
亜
希
子
氏
に
は
、
編
集
並
び
に
校
正
を
は
じ

め
細
や
か
な
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
特
記
し
て
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　二
〇
一
四
年
六
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
取
一
馬
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は
じ
め
に

日
本
仏
教
と
文
学
と
い
う
テ
ー
マ
で
執
筆
す
る
に
当
り
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
広
汎
な
日
本
の
仏
教
と
文
学
の
展
開
を

詳
し
く
叙
述
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
で
困
難
で
あ
る
か
ら
、
仏
教
も
文
学
も
古
代
か
ら
中
世
ま
で
を
重
点
的
に
叙
述
す
る
こ
と
と

す
る
（
１
）。

一　

日
本
仏
教
と
文
学
（
古
代
）

（
１
）
古
代
仏
教

仏
教
が
日
本
へ
伝
来
し
た
の
は
公
的
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
録
か
ら
欽
明
天
皇
十
三
年
（
五
五
二
）
に
百
済
の
聖
明
王
が
仏
典
・

仏
像
そ
の
他
を
朝
廷
に
献
上
し
た
時
だ
と
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
に
半
島
か
ら
渡
来
し
て
帰
化
し
た
人
達
が
私
的
に
仏

教
を
信
仰
し
、
仏
像
を
礼
拝
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
推
測
出
来
る
。
そ
れ
は
わ
が
国
と
朝
鮮
半
島
と
は
早
く
か
ら
文
化

日本仏教と文学

日
本
仏
教
と
文
学

石
原
清
志
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交
流
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
た
事
が
考
古
学
的
遺
品
や
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
見
て
も
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
例
は

『
扶
桑
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
村す
ぐ
り主

司し

馬ば

達た
つ

等と

が
継
体
天
皇
十
六
年
（
五
二
二
）
に
来
朝
し
た
中
国
人
で
あ
り
、
仏
教
徒
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
。

欽
明
朝
の
頃
は
血
縁
で
結
ば
れ
た
氏
族
が
勢
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
で
最
強
の
蘇
我
氏
と
物
部
氏
が
反
目
し
、
対
立
し

て
い
た
。
改
進
派
の
蘇
我
氏
は
崇
仏
、
守
旧
派
の
物
部
氏
は
排
仏
の
立
場
を
と
り
、
そ
の
反
目
は
戦
い
と
な
っ
た
。
蘇
我
氏
が
勝
利

し
た
後
は
、
対
外
的
に
は
友
好
政
策
を
と
り
、
国
内
で
は
仏
教
尊
宗
の
立
場
を
と
っ
て
氏
寺
を
建
立
し
た
。
改
進
派
の
氏
族
は
蘇
我

氏
に
な
ら
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
寺
を
建
て
仏
像
を
礼
拝
し
た
。
や
が
て
法
隆
寺
や
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。
大
化
の
改
新
の
後
、

聖
徳
太
子
の
尽
力
も
あ
っ
て
わ
が
国
が
律
令
国
家
と
な
る
に
及
ん
で
、
仏
教
は
着
実
に
日
本
に
根
を
お
ろ
し
て
、
造
寺
造
仏
も
進
み

奈
良
へ
遷
都
の
後
は
、
大
寺
が
続
々
と
建
立
さ
れ
て
、
奈
良
は
後
代
か
ら
「
咲
く
花
の
匂
ふ
が
如
し
」
と
た
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
発

展
し
て
律
令
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
仏
教
は
国
家
宗
教
的
な
観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

平
城
京
で
律
令
国
家
の
権
威
を
象
徴
す
る
東
大
寺
大
仏
殿
に
奈
良
大
仏
が
建
立
さ
れ
た
の
は
歴
史
的
な
大
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
中
国
の
雲う
ん

崗こ
う

の
大
毘び

盧る

舎し
や

那な

仏
に
対
比
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
陸
の
仏
教
芸
術
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
奈
良
大
仏
は
『
華

厳
経
』
の
蓮
華
世
界
を
形
象
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
華
厳
の
世
界
は
天
皇
を
中
心
と
し
た
律
令
制
の
国
家
組
織
を
宗
教
的
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
平
の
芸
術
は
前
代
の
飛
鳥
・
白
鳳
期
の
芸
術
の
上
に
立
っ
て
円
熟
し
た
わ
が
国
の
仏
教
芸
術
の
粋
を
現
わ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

仏
教
が
公
的
に
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
後
に
、
推
古
天
皇
の
世
に
な
る
と
二
年
（
五
九
四
）
二
月
に
皇
太
子
及
び
大
臣
に
対
し
て

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
興
隆
の
詔
が
下
さ
れ
て
お
り
、
十
二
年
（
六
〇
四
）
四
月
に
は
、
天
皇
は
皇
太
子
・
大
臣
・
諸
王
・
諸
臣
と
共

に
誓
願
し
て
、
銅
造
及
び
繡
造
の
丈
六
の
仏
像
一
体
を
造
立
し
て
、
そ
れ
を
翌
年
四
月
に
飛
鳥
寺
（
法
興
寺
・
元
興
寺
）
に
納
め
た
と
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勢物語考―成立と歴史的背景』（新典社，2014年），「伊勢物語『小式部内侍本』の本文について」（『中
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1983年生．龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程修了．博士（文学）．現在，兵庫大学短期大学部
非常勤講師・高野山大学密教文化研究所受託研究員．主な論著に，「『沙石集』という〈名〉の踏襲
をめぐって―『続沙石集』を中心に―」（『無住　研究と資料』，あるむ，2011年），「『諸神本懐集』
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本懐集』におけるアマテラス像―『神本地之事』との比較を中心に―」（存覚教学研究会編『存覚教
学の研究』，永田文昌堂，2014年）など．
佛光寺本『善信聖人親鸞伝絵』の神祇記述について―付加された理由と役割―

三 輪 正 胤（みわ・まさたね）
1938年生．大阪大学大学院文学研究科博士課程単位取得．大阪府立大学名誉教授．主な論著に，『歌
学秘伝の研究』（風間書房，1994年），『近代高野山の学問』（新典社，2006年），「神道歌学の成立―
卜部兼雄の業績―」（大取一馬編『典籍と史料』龍谷大学仏教文化研究叢書，思文閣出版，2011年）
など．
地下伝授の相承と変容―墨流斎宗範―

第三部　歴史・思想篇
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笠間書院，2011年），「天理図書館蔵『俊成家集』考」（『ビブリア』第140号，2013年）など．
藤原良経「吉野山花のふる里」考

岩 井 宏 子（いわい・ひろこ）
1937年生．甲南大学大学院人文科学研究科博士後期課程単位取得満期退学．博士（文学）．現在，龍
谷大学仏教文化研究所研究員．主な論著に，『文集百首全釈』（共著，風間書房，2007年），『古今的
表現の成立と展開』（和泉書院，2008年），『土御門門院句題和歌全釈』（風間書房，2012年）など．
土御門院の句題和歌―『文集百首』を通して―

加 美 甲 多（かみ・こうた）
1978年生．同志社大学大学院文学研究科博士課程後期課程修了．博士（文学）．現在，同志社国際中
学校・高等学校嘱託講師．主な論著に，「『沙石集』と経典における譬喩―『百喩経』との比較を端
緒として―」（『仏教文学』第34号，2010年），「無住と梵舜本『沙石集』の位置」（『無住　研究と資料』，
あるむ，2011年），「『沙石集』諸本と譬喩経典」（『説話文学研究』第47号，2012年）など．
後世における『沙石集』受容の在り方と意義―「思潮」としての『沙石集』―

浜 畑 圭 吾（はまはた・けいご）
1978年生．龍谷大学大学院文学研究科博士課程単位取得．博士（文学）．現在，高野山大学助教．主
な論著に，「『源平盛衰記』﹁髑髏尼物語﹂の展開」（『軍記物語の窓』第４集，和泉書院，2012年），「『源
平盛衰記』﹁長光寺縁起﹂の生成」（『国語と国文学』2013年４月号），「願成寺をめぐる二つの縁起」（大
橋直義ほか編『中世寺社の空間・テクスト・技芸―「寺社圏」のパースペクティブ』アジア遊学174，
勉誠出版，2014年）など．
『源平盛衰記』と聖徳太子伝―巻第十「守屋成二啄木鳥一事」と巻第二十一「聖徳太子椋木」を中心に―

近藤美奈子（こんどう・みなこ）
1953年生．甲南女子大学大学院文学研究科博士課程単位取得満期退学．現在，甲南女子大学非常勤
講師．主な論著に，『文集百首全釈（歌合・定数歌全釈叢書　八）』（共著，風間書房，2007年），「『新
古今私抄』の実態について」（『甲南国文』第59号，2012年），「書陵部蔵『新古今和歌集注抜書』に
ついて」（『甲南国文』第60号，2013年）など．
常縁原撰『新古今集聞書』から幽斎増補本への道程

田 村 正 彦（たむら・まさひこ）
1972年生．大東文化大学大学院文学研究科博士課程後期課程修了．博士（日本文学）．現在，大東文
化大学非常勤講師，明治大学兼任講師．主な論著に，「貨幣経済と地獄の思想―地獄の沙汰も金次第
―」（『蓮花寺佛教研究所紀要』第５号，2012年），「圓福寺（春日部市）﹁閻魔王宮と八大地獄図﹂と
その開帳―信仰と娯楽の狭間で―」（『佛教藝術』第326号，2013年），「三途の川の信仰について―王
朝物語と十王経―」（加須屋誠編『仏教美術論集４　図像解釈学―権力と他者』，竹林舎，2013年）
など．
不産女地獄の表現史―差別と救済の思想―

齋 藤 　 勝（さいとう・まさる）
1947年生．龍谷大学文学部卒業．主な論著に，『中島敦書誌』（和泉書院，1997年），「『中島敦書誌』
その後」（『日本仏教文化論叢』，永田文昌堂，1998年），「杉本秀太郎」ほか執筆（『京都近代文学事典』
和泉書院，2013年）など．
「李陵」考―表現等を巡って―

日比野浩信（ひびの・ひろのぶ）
1966年生．愛知淑徳大学大学院博士後期課程修了．博士（文学）．現在，愛知淑徳大学非常勤講師．
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石 原 清 志（いしはら・きよし）
1919年生，1999年逝去．大阪市立大学大学院文学研究科博士課程修了．博士（文学）．龍谷大学名誉
教授，神戸女子大学名誉教授．主な論著に，『日本仏教文学』（佛教大学，1963年），『釈教歌の研究』
（同朋舎出版，1980年），『発心和歌集の研究』（和泉書院，1983年）など．
日本仏教と文学

若 生 　 哲（わかいき・さとし）
1963年生．甲南大学大学院人文科学研究科修士課程修了．現在，龍谷大学仏教文化研究所客員研究員．
主な論著に，「拾遺集の万葉摂取―貫之・人麿をめぐって―」（『川口朗先生退職記念文集』，和泉書院，
1989年），「翻刻『（鳥居小路家）家伝』」（共編，『中世和歌の研究―資料と考証―』，新典社，1990年），
「藤村琢堂画『清少納言之図』小見」（『相愛大学研究論集』第29巻，2013年）など．
「草の庵を誰かたづねむ」小考

櫛 井 亜 依（くしい・あい）
1981年生．同志社大学文学研究科博士後期課程退学．現在，愛知淑徳大学常勤講師．主な論著に，「『源
氏物語』少女巻における六条院造営の意義― ﹁ふる宮﹂という表現をめぐって」（『文化学年報』（同
志社大学）第60号，2011年），「『源氏物語』二条東院から六条院の階梯―邸第と人物の据え直し―」（『文
化学年報』（同志社大学）第59号，2010年），「『源氏物語』﹁紫のゆかり﹂考―歌語としての ﹁紫﹂を
視座に―」（『同志社国文学』第70号，2009年）など．
『源氏物語』玉鬘十帖における紫の上の位置づけ―錯綜するまなざしに着目して―

鈴 木 徳 男（すずき・のりお）
1951年生．龍谷大学大学院文学研究科博士課程修了．博士（文学）．現在，相愛大学人文学部教授．
主な論著に，『俊頼髄脳の研究』（思文閣出版，2006年），『続詞花和歌集新注』上・下（青 舎，
2010・2011年）など．
『俊頼髄脳』の異名

安 井 重 雄（やすい・しげお）
1961年生．龍谷大学大学院文学研究科博士課程単位取得．博士（文学）．現在，兵庫大学教授．主な
論著に，『藤原俊成　判詞と歌語の研究』（笠間書院，2006年），「道因勧進『住吉社歌合』『広田社歌
合』の奉納と位署と俊成」（『国語国文』第78巻７号，2009年），「紀行と和歌―地名を詠むというこ
と―」（錦仁編『中世詩歌の本質と連関』，竹林舎，2012年）など．
『嘉応二年十月九日住吉社歌合』伝本と本文考

小 田 　 剛（おだ・たけし）
1948年生．神戸大学大学院文学研究科修士課程修了．現在，龍谷大学仏教文化研究所客員研究員．主
な論著に，『式子内親王全歌注釈』（和泉書院，1995年），『小侍従全歌注釈』（同，2004年），『定家　
正治百首，御室五十首，院五十首，注釈』（同，2010年）など．
三百六十番歌合の式子内親王歌の世界―後鳥羽院撰者説をふまえて―

小 山 順 子（こやま・じゅんこ）
1976年生．京都大学大学院文学研究科博士課程研究指導認定退学．博士（文学）．現在，国文学研究
資料館研究部・総合研究大学院大学准教授．主な論著に，「後柏原天皇御会﹁伊勢物語詞連歌﹂の位相―〈伊
勢詞〉の展開から―」（『隔月刊　文学』第12巻４号，2011年），『藤原良経』（コレクション日本歌人選，
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